
暗
渠
に
ロ
ボ

ト
を
投
入
︵
エ
イ
ト

日
本
技
術
開
発
提
供
︶

水
路
の
現
況
と
位
置
を
可
視
化

ガ
ウ
シ
ア
ン
・
ス
プ
ラ

テ

ン
グ

で
生
成
し
た
３
Ｄ
モ
デ
ル
︵
エ
イ
ト

日
本
技
術
開
発
提
供
︶

写真のようなリアルに近い３Ｄ空間再現

エイト日本技術開発、きもと
「ガウシアン・スプラッティング」

　
エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発
ら
が


高
精
細
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
生
成
す
る

最
新
技
術
﹁
ガ
ウ
シ
ア
ン
・
ス
プ

ラ

テ

ン
グ
﹂
を
取
り
入
れ


狭
く
て
暗
い
水
路
の
現
況
と
位
置

を
可
視
化
し
た

３
Ｄ
空
間
デ


タ
を
作
成
す
る
き
も
と
︵
三
重
県

い
な
べ
市

小
林
正
一
社
長
︶
の

ガ
ウ
シ
ア
ン
・
ス
プ
ラ

テ

ン

グ
技
術
と

エ
イ
ト
日
技
の
ク
ロ


ラ

型
ロ
ボ

ト
を
融
合

下

水
道
の
包
括
管
理
や
炭
鉱
跡
地
下

の
空
洞
調
査
な
ど
の
業
務
受
託
に

つ
な
げ
る
方
針
だ


　
ガ
ウ
シ
ア
ン
・
ス
プ
ラ

テ


ン
グ
は

Ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ

　
ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
　
Ｍ
ｏ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

︵
Ｓ
ｆ
Ｍ
︶
と
呼
ぶ
計
測
技
術
を

活
用
す
る

Ｓ
ｆ
Ｍ
は
三
角
測
量

の
原
理
を
応
用
し

異
な
る
視
点

で
撮
影
し
た
２
Ｄ
の
画
像
か
ら
３

Ｄ
形
状
が
計
測
で
き
る

点
群
デ


タ
の
各
点
に
色
や
不
透
明
度


大
き
さ
向
き
な
ど
を
割
り
当
て


空
間
全
体
を
﹁
ガ
ウ
ス
分
布
﹂
と

呼
ば
れ
る
多
数
の
楕
円︵
だ
え
ん
︶

体
で
表
現

レ

ザ

で
取
得
す

る
従
来
の
点
群
と
比
べ

写
真
の

よ
う
に
リ
ア
ル
に
近
い
３
Ｄ
空
間

が
再
現
で
き
る

デ

タ
の
容
量

を
５
分
の
１


分
の
１
程
度
に

抑
え
ら
れ

高
性
能
Ｐ
Ｃ
で
な
く

て
も
デ

タ
表
示
可
能
だ


　
両
社
は
３
月

江
戸

明
治
期

に
建
設
さ
れ
た
い
な
べ
市
の
地
下

水
路
︵
延
長
約
２
０
０

︶
で


ク
ロ

ラ

型
ロ
ボ

ト
と
ガ
ウ

シ
ア
ン
・
ス
プ
ラ

テ

ン
グ
の

性
能
を
検
証
し
た


　
水
路
の
内
部
は
狭
く
人
が
入


て
確
認
す
る
の
も
難
し
い

完
成

時
か
ら
時
間
が
経
過
し

内
部
が

ど
う
な

て
い
る
の
か
把
握
で
き

て
い
な
か

た

そ
こ
で
悪
路
や

狭
い
空
間
が
走
行
で
き
る
ク
ロ


ラ

型
ロ
ボ

ト
︵
全
長




全
幅


︶
を
４
カ
所
の
開
口
部

か
ら
投
入
し
動
画
を
撮
影

水
路

内
の
崩
落
箇
所
を
特
定
し
て
管
理

者
の
市
に
伝
え
た


　
ロ
ボ

ト
は

手
元
の
コ
ン
ト

ロ

ラ

で
有
線

無
線
の
操
作

が
可
能
だ

水
路
の
内
部
状
況
は

不
明
で

無
線
で
は
延
長


程

度
の
進
入
が
限
界
の
た
め

ケ


ブ
ル
を
使

て
調
査
し
た

ケ


ブ
ル
で
映
像
信
号
と
機
体
制
御
信

号
を
伝
送

直
径
０
・
２

の
光

フ

イ
バ

ケ

ブ
ル
を
ワ
イ
ヤ

と
ゴ
ム
で
補
強
し

１

程
度
の

太
さ
に
し
た

１

分
の
長
さ
で

も
電
工
ド
ラ
ム
１
個
に
収
ま
る


運
搬
し
や
す
く

衛
星
利
用
測
位

シ
ス
テ
ム
︵
Ｇ
Ｐ
Ｓ
︶
電
波
の
届

か
な
い
場
所
で
も
深
く
ま
で
進
入

で
き
る


　
エ
イ
ト
日
技
の
担
当
者
は
﹁
多

数
の
ボ

リ
ン
グ
調
査
が
必
要
だ


た
場
所
で
も

ロ
ボ

ト
と
ガ

ウ
シ
ア
ン
・
ス
プ
ラ

テ

ン
グ

を
使
え
ば

危
険
箇
所
の
判
断
が

可
能
に
な
る
﹂
と
展
望
す
る

掘

削
が
最
小
限
で
済
み

ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
補
修
に
つ
な
げ
ら
れ
る
と
期

待
す
る

今
後
は
技
術
の
開
発
・

改
良
を
重
ね

地
下
構
造
物
の
適

正
管
理
な
ど
に
役
立
て
て
い
く

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